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OCCS-試薬1本1本にﾕﾆｰｸな番号

グループ ID
（アルファベット３桁）

ZZZ 00000001

薬品瓶 ID
（数字８桁）

OCCSバーコード

S1

OCCS システム

e-web
薬品の持出・返却登録

入庫、出庫登録など

Data Manager
在庫管理、集計など

在庫量リスト
使用量の集計
（ＰＲＴＲ集計や毒劇物の使用簿への利用）
危険物指定数量計算など

クライアント（専用ＰＣとｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ）
各種マスタメンテナンス（修正、登録）

ユーザー、薬品、グループ、保管場所
使用権＆閲覧権の設定
棚卸し設定

Internet 
Explorer
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バーコード印刷

MSDS 
（Material Safety Data Sheet）

メイン処理
薬品使用時

に使う

入庫登録
薬品の新規登録

時に使う

出庫登録
薬品の保管場所

移動時に使う
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https://occs-s1-web.epc.osaka-u.ac.jp/eweb_r4

OCCS e-web ログイン後の画面

入庫登録
薬品の新規登録に使う

薬品の選択

保管場所の選択

バーコード発番
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OCCS 入庫登録の流れ



試薬ラベルにバーコードがある場合 バーコードがない場合

R2

薬品検索を行う
（薬品名、製品番号、

メーカー名、CAS番号）

バーコードリーダーで読み取る

入庫１（薬品の選択）

保管場所を選択
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入庫２（保管場所の選択）

入庫３（バーコード発番）

試薬ビンにOCCSバー
コードを貼り、読み取る

入庫終了
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注意
保管場所は、３階層か
ら構成されている。
最下層を確実に選ぶ。

保管場所としてテスト棟を選ぶ

他研究室（B研究室）から丸見え！
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注意事項１---入庫の保管場所選択

メイン処理
薬品使用時

に使う

薬品の選択

薬品の持出

薬品の選択

薬品の返却重量管理の場合
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持出/返却登録（薬品の使用）

バーコードリーダーで
読み取る

U2

持出/返却登録１（薬品の選択）



① 使用目的を選択 ② 持出計量値を入力
（未開封の場合には
「開封しますか？」と

表示される）

薬品を使用する

U3

持出/返却登録２（持出登録）

バーコードリーダーで
読み取る

薬品の使用が終ったら

U4

持出/返却登録３（薬品の選択）

① 返却計量値を入力
（② 空になれば、ﾁｪｯｸ）

①

②

持出/返却処理終了
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持出/返却登録４（返却登録） 注意事項２---使用中薬品

持ち出し中の薬品は、
持ち出したユーザーで
ないと返却できない。

定期的に、チェックする
ことが必要。特に年度の
変わり目は要注意！
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OCCS 薬品管理方針

★重量管理物質
毒物、劇物
PRTR対象物質のうち以下のもの

s1、s2-サーバ：グルタルアルデヒド、ジクロロメタン、ベンゼン
ｔ-サーバ：ジクロロメタン、ベンゼン

薬事法「指定薬物」のうち以下のもの
亜硝酸ブチル、亜硝酸イソプロピル、亜硝酸シクロヘキシル、
亜硝酸イソペンチル、亜硝酸イソブチル、亜硝酸-tert-ブチル、
1-(4-メトキシフェニル）ピペラジン及びその塩類

★単位管理物質
上記以外の化学物質
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注意事項３---重量管理薬品

単位管理

重量管理

持出時の風袋込み重量

返却時の風袋込み重量

この差をシステムが使用量として集計

使用の履歴を残したい場合には、持出-返却操作を行う

入力方法：持出／返却

入力ミス ---→スーパーバイザーに連絡
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風袋込みの重量を入力 ! ! !



T1

https://occs-s1-web.epc.osaka-u.ac.jp/iaso_r4

OCCS data manager

表示したリストは、
csvファイルとして

ダウンロード可能

T2

在庫リスト---OCCS data manager

T1

注意事項１（2）---不適切な保管場所の確認 OCCSによる毒劇物管理例１
T3

毒劇物リスト
T4

毒劇物の在庫量の確認

単位
名

最新
計量
値

使用
期限

保管
場所

単位
名

見掛
残量

開封
未開
封

バー
コー
ドNo.

LOT 
No.

単位
名

内容
量

CAS 
No.

規格
メー
カー

薬品
名

在庫詳細リストで、ダウンロードされる項目

内容量 風袋込み
の重量
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未開封
の薬品

途中入庫の薬品



使用量集計リスト／法規
使用量集計リスト／使用目的
使用量集計リスト／ユーザー
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使用量集計リスト／法規---設定
T7

使用量集計リスト／法規---リスト

T8

薬品履歴リスト PRTR法

PRTR法の目的は、化学物質をどれだけ排出し
たかを事業者が把握し、その量を公表すること
で、事業者の自主管理の改善を促し、環境汚染
を未然に防ぐことにある。
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PRTR法では、罰則規定(第24条)がある。
PRTRの届出をしなかった、または虚偽の届出をした者
過料(20万円以下）

（Pollutant Release and Transfer Register ）
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善
の促進に関する法律（化学物質把握管理促進法、化管法）

PRTR集計とOCCS

PRTR対象
化学物質
取扱量

有機廃液へ

大気へ

下水道へ

土壌へ

水域へ ゼロ

各研究室
で把握OCCSで集計環境安全研究管理

センターで算出
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有機物の場合

PRTR集計２

詳細：環境安全研究管理センターHPより
環境安全ニュース No.29を参照
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PRTR在庫量と購入量

PRTR購入量リスト
PRTR排出/移動量リスト
PRTR在庫量リスト
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OCCS の現状

薬品マスターデータ（71.5万件）

関東化学、和光純薬工業、東京化成工業、ナカライテスク、シグマ、
アルドリッチ、キシダ化学、コスモバイオ、メルク、第一化学薬品、

フナコシ、渡辺化学工業、アプライドバイオシステム

登録研究室 650 グループ

登録ユーザー 10,000人以上

登録保管場所 7,000箇所以上

登録薬品 総数 140,000本

毒物 2,700本

劇物 24,400本 (2007.10.2)
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登録薬品数の推移 ＯＣＣＳを使いこなせば・・・

１斗缶の溶媒

一般薬品などすべて
の薬品の登録を！

すべての
薬品の登録

集計の効率化適正な在庫
の維持

共有使用による
経費節減

知識の向上
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OCCSサポートサイト
http://www.epc.osaka-u.ac.jp/OCCS/ （学内からのみ）
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http://www.epc.osaka-u.ac.jp/

環境安全研究管理センターＨＰ：

OCCS e-web
簡易マニュアル
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